
はじ めに

　 本稿に係る分類群を構成する両生類と 爬虫類は、 まっ たく 異質

の動物群である 。 両生類は繁殖を 水環境に頼り 、 水と 切り 離せな

い動物であるのに対し 、 爬虫類は胚の発生に必要な水環境を卵の

中に保持する羊膜を 獲得し 、 繁殖も 含め、 乾燥し た環境での生活

にほぼ完全に適応し ている 。 こ う し た顕著な違いがある にも かか

わら ず、 両生類と 爬虫類が一緒に扱われる 大き な理由は、 分類学

の創始者リ ンネ（ v on  L inn é， C.） が両生類と 爬虫類を、 と も に

下等脊椎動物ないし 外温性の四足動物と いう こ と で一括し て扱っ

た伝統が未だに続いている こ と にある 。

両生類・ 爬虫類と は何か

　 両生類はデボン 紀の終わり に、硬骨魚類中の肉鰭類から 派生し 、

初めて陸に上がっ た動物群である。 現生かつ国内産の両生類は、

尾と 四肢を 留めた有尾（ サン ショ ウウオ） 目と 尾のない無尾（ カ

エ ル） 目と の2 群から 成る。 こ れら の2 群は体表に鱗がなく て皮

膚はつねに裸出し 、 その代わり に皮膚を湿ら せておく ための腺が

多数ある 。 卵生で、 卵は通常水中に生みつけら れる が、 地上に産

むも のでも 卵に石灰質の殻がない。 胚には羊膜がなく 、 尿膜も そ

なえていない。 幼生（ オタ マジャ ク シ） は一般に水中で生活し ，

鰓で呼吸するが、 成長する 途中で変態し て鰓を 失い、 肺と 皮膚と

で呼吸する よう になるのを 原則と する 。 し かし 、 ハコ ネサン ショ

ウウオ属は変態後、 皮膚呼吸だけを 行う 。

　 爬虫類は石炭紀後期の間に初めて現れた。 羊膜は、 爬虫類から

進化し た鳥類にも 哺乳類にも 共通し てみら れる 。 そも そも 爬虫類

と は、 均質な群ではないため、 一律に定義し 難いが、 羊膜を も つ

脊椎動物から 、 鳥類と 哺乳類を除いた群集と いえる 。 現生かつ国

内産の爬虫類は、 カ メ 目と 有隣目の2 群に大別さ れる が、 有隣目

はト カ ゲ亜目と ヘビ 亜目を 含む。 体の表面は鱗と なっ た角質層に

覆われる のがふつう で、 羽毛や体毛を も たない。 肺呼吸のみを 行

う のがふつう である 。 ただし 、 越冬中の淡水生カ メ 類などでは皮

膚呼吸の割合は比較的高く 、 喉や総排出腔内の粘膜を 通し た特殊

な呼吸も 行う 。 繁殖様式は卵生、 胎生のいずれかで、 卵は卵殻を

も つのがふつう である。

島根県の両生類相および爬虫類相なら びに

絶滅のおそれがある種のリ スト

　 ま ず、 こ の間における 文献・ 標本・ 現地調査の結果から 、 島

根県内に生息する 両生類は、 8 科2 9 種が確認さ れた（ 表1 「 島根

県両生類目録」 参照）。 内訳は、 有尾目3 科1 5 種、 無尾目5 科1 4

種で ある。 在来種に限っ て みる と 、 前者は3 科1 5 種（ 外来種な

し ）、 後者は5 科1 3 種（ 外来種はウシガエルのみ） の、 合わせて

8 科2 8 種と なる 。 一方、 島根県に生息する 爬虫類は、 1 0 科1 6 種

が確認さ れた（ 表2 「 島根県爬虫類目録」 参照）。 内訳は、 カ メ

目4 科5 種、 有隣目6 科1 1 種である 。 こ ち ら も 在来種に限っ てみ

る と 、 前者は3 科3 種（ 外来種はク サガメ およ びミ シシッ ピ アカ

ミ ミ ガメ ）、 後者は6 科1 1 種（ 外来種なし ） の、 合わせて9 科1 4

種になる と みら れる（ 狭義の日本列島におけるク サガメ 集団の外

来種説を 支持し た場合）。 なお、 目録に収録し た種の分類学的配

列、 和名およ び学名は、 日本爬虫両棲類学会（ 2 0 2 5 ）、 およ び

Sug a w a ra  e t a l（ 2 0 2 3 ） を 参考にし た。

　 こ こ で注目すべき は有尾目の種数（ 1 5 種） である 。 う ち 1 3 種

がサン ショ ウウオ科で、 と も に全都道府県で最多を誇る こ と は特

筆に値する 。

　 そし て、 本分類群における 選定対象範囲の検討を行い、 海生で

はある も のの生活史の一部を 海岸（ 砂浜） に依存し 、 かつ県内に

上陸し て産卵する 種（ 該当種はアカ ウミ ガメ のみ） を 対象要件に

加えた。

　 さ ら に、 今度の改訂に係る 本分類群の掲載種について検討し た

結果、 両生類から 2 0 種、 爬虫類から 6 種が選定およ び評価さ れ

た（ 別頁「 両生類・ 爬虫類掲載種一覧」 参照）。

　 掲載種に係る選定および評価の理由は種ごと の解説に記載のと

おり だが、 準絶滅危惧（ N T） から 情報不足（ DD） に変更と なっ

た2 種（ タ カ チホヘビ ・ シロ マダラ ） については、 あく までも 絶

滅危惧のカ テゴリ ーに移行し 得る属性を 有し ているこ と に留意さ

れたい。 また、 今回の改訂によ り 選定対象外と なっ た 3 種（ カ ス

ミ サンショ ウウオ・ タ ゴガエル・ ジムグリ ） について、 その理由

を 記すと 次のと おり である 。

・  カ スミ サン ショ ウウオは、こ の間における分類学的再編により 、

基準標本産地を 有する九州地方に固有の種と なっ たこ と から 除

外し た。

・  タ ゴガエルおよ びジムグリ は、 どのカ テゴリ ー要件にも 該当し

ない、 と の判断に至っ て除外し た。 こ の2 種は、 その生態上、

と も に人目につき にく く 、 それゆえ珍し いと 思われる 側面があ

る かも し れない。 し かし ながら 、 タ ゴガエルは県内の奥山およ

び里地里山の、 谷筋と いう 谷筋にふつう にみら れる（ 鳴き 声が

聞かれる ） し 、 ジムグリ も 県内の奥山および里地里山でし ばし

ば目撃さ れている 。 ジムグリ がも っ ぱら 好んで食べる 地中性小

型哺乳類（ モグラ 類やネズミ 類） の、 全体数の減少を 示唆する

客観的資料が見当たら ないこ と も 、 根拠と なっ た。

　 こ れを前回改訂時の掲載種数と 比較する と 、絶滅危惧Ⅰ類（ CR

＋EN ） は1 種、 絶滅危惧Ⅱ類（ VU ） は3 種、 準絶滅危惧（ N T）

は3 種、 情報不足（ DD） は4 種、 それぞれ増えている 。

おわり に

　 以上、 本稿では両生類と 爬虫類の全体にわたっ て、 そのあら ま

し を 説明し た。 以後につづく 選定種ごと の解説では、 生態や存続

を 脅かす原因についてなるべく 具体的な説明に努めた。 ぜひと も

読んでいただき 、 両生類と 爬虫類が人間の暮ら し に身近な存在で

ある こ と を 再認識し ていただければと 思う 。

　 そし て、 と も に生き る 幸せを 未来へつなげる べく 、 行動を 起こ

さ れる き っ かけにし ていただければ幸いである 。

（ 岩田　 貴之）
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(2 0 2 6 年1 月2 5 日アク セス).
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h i d a m o n ta n u s  (C a u d a ta :  H y n o b i i d a e ):  d e s c r i p t io n s 

o f  f o u r  n e w  s p e c ie s  f r o m  w e s te r n  H o n s h u ,  J a p a n . 

Amer ic a n  J ou rn a l o f Zoo lo g ic a l Rese a rc h， 8 (1 ): 6 -2 6 .

表1 　 島根県両生類目録

目 名 科　 　 名 種　 　 　 　 　 名

有尾目 サン ショ ウウオ科 アキサン ショ ウウオ  H y nob iu s  a k ie n s is  Ma tsu i, Ok a w a  e t N ish ik a w a , 2 0 1 9

アブサン ショ ウウオ H y nob iu s  a b u e n s is  Ma tsu i, Ok a w a , 
  N ish ik a w a  e t Tom in a g a , 2 0 1 9

イ ズモサン ショ ウウオ H y nob iu s  k u n ib ik i  Su g a w a ra , Iw a ta , 
  Y a ma sh ita  e t N a g a no , 2 0 2 1

イ ワミ サン ショ ウウオ H y nob iu s  iw a m i  Ma tsu i, Ok a w a , 
  N ish ik a w a  e t Tom ina g a , 2 0 1 9

オキサン ショ ウウオ H y nob iu s  o k ie n s is  Sa to , 1 9 4 0

サン イ ン サン ショ ウウオ H y nob iu s  se to i Ma tsu i, Ta n a be  e t M isa w a , 2 0 1 9

チュ ウゴク ブチサン ショ ウウオ H y nob iu s  sem a to n o to s  Tom ina g a , Ma tsu i e t N ish ik a w a , 2 0 1 9

ニセヒ バサン ショ ウウオ H y n o b iu s  p se u d o u tsu n om iy a o ru m  
 Sug a w a ra , Iw a ta ,N a ito ,Y a ma da ,Onom u ra  e t N a g a no , 2 0 2 3

ヒ ダサン ショ ウウオ H y nob iu s  k im u ra e  Dunn , 1 9 2 3

ヒ バサン ショ ウウオ H y nob iu s  u tsu n o m iy a o ru m  Ma tsu i e t Ok a w a , 2 0 1 9

メ ガメ サン ショ ウウオ H y n o b iu s  m e n g a m e m on ta n u s  
 Sug a w a ra , Iw a ta ,N a ito ,Y a ma da ,Onom u ra  e t N a g a no , 2 0 2 3

シコ ク ハコ ネサン ショ ウウオ Ony ch od a c ty lu s  k in n e b u r i  Y osh ik a w a , Ma tsu i, 
 Ta na be  e t Ok a y a ma , 2 0 1 3

ハコ ネサン ショ ウウオ Ony ch od a c ty lu s  ja pon icus (H ou ttu y n , 1 7 8 2 )

オオサン ショ ウウオ科 オオサン ショ ウウオ And r ia s  ja p o n ic u s  (Temm in ck , 1 8 3 6 )

イ モリ 科 アカ ハラ イ モリ Cy no p s  p y rrh o g a s te r  (Bo ie , 1 8 2 6 )

無尾目 ヒ キガエル科 ニホンヒ キガエル Bu fo  ja p on ic u s  Temm inck  e t Sch leg e l, 1 8 3 8

アマガエル科 ニホンアマガエル Dry op h y te s  ja p on ic u s  (Gün the r , 1 8 5 9 )

アカ ガエル科 オキタ ゴガエル Ra na  o k ie n s is  Da ito , 1 9 6 9

タ ゴガエル Ra na  ta g o i  Ok a d a , 1 9 2 8

ナガレ タ ゴガエル Ra na  sa k u ra ii Ma tsu i e t Ma tsu i, 1 9 9 0

ニホンアカ ガエル Ra na  ja p o n ic a  Bou le ng e r , 1 8 7 9

ヤマアカ ガエル Ra na  o rn a tiv e n tr is  W e rne r, 1 9 0 3

ウシガエル Lith o b a te s  c a te sb e ia n u s  (Sha w , 1 8 0 2 )

ツ チガエル G la n d ira n a  ru g o sa  (Temm in ck  e t Sch leg e l, 1 8 3 8 )

ト ノ サマガエル P e lo p h y la x  n ig rom a cu la tu s  (H a llow e ll, 1 8 6 1 )

ヌ マガエル科 ヌ マガエル Fe je rv a ry a  k a w a m u ra i D jong , Ma tsu i, K u ra moto ,
 N ish iok a  e t Sum ida , 2 0 1 1

アオガエル科 シュ レ ーゲルアオガエル Zha n g ix a lu s  sc h le g e lii (Gün the r , 1 8 5 8 ) 

モリ アオガエル Zha n g ix a lu s  a rb o re u s (Ok a d a  e t K a w a no , 1 9 2 4 )

カ ジカ ガエル Bue rg e r ia  b u e rg e r i  (Temm inck  e t Sch leg e l, 1 8 3 8 )

表2 　 島根県爬虫類目録

目 名 科　 　 名 種　 　 　 　 　 名

カ メ 目 ウミ ガメ 科 アカ ウミ ガメ Ca re tta  c a re tta  (Linn a eu s, 1 7 5 8 )

イ シガメ 科 ク サガメ M a u rem y s re e v e s ii  (G ra y , 1 8 3 1 )

ニホンイ シガメ M a u rem y s ja p o n ic a  (Tem m inck  e t Sc h leg e l, 1 8 3 8 )

ヌ マガメ 科 ミ シシッ ピ アカ ミ ミ ガメ Tra c h em y s sc r ip ta  e le g a n s  (W ie d , 1 8 3 9 )

スッ ポン 科 ニホンスッ ポン P e lo d isc u s ja p on ic u s  (Tem m inc k  e t Sc h leg e l, 1 8 3 8 )

有隣目 ヤモリ 科 ニホンヤモリ G ek k o  ja p on ic u s  (Sch le g e l in  Dumér il e t B ib ron , 1 8 3 6 )

ト カ ゲ科 ニホント カ ゲ P le s tio d on  ja p on ic u s  (P e te rs , 1 8 6 4 )

カ ナヘビ 科 ニホンカ ナヘビ Ta k y d rom us  ta c h y d rom o id e s  (Sch leg e l, 1 8 3 8 )

タ カ チホヘビ科 タ カ チホヘビ Acha lin u s  sp in a lis  Pe te rs, 1 8 6 9

ナミ ヘビ 科 シロ マダラ Ly co d on  o r ie n ta lis  (H ilg e ndo rf, 1 8 8 0 )

ジムグリ Eup re p io p h is  c on sp ic il la tu s  (Bo ie , 1 8 2 6 )

アオダイ ショ ウ E la p h e  c lim a cop h o ra  (Bo ie , 1 8 2 6 )

シマヘビ E la p h e  q u a d r iv irg a ta  (Bo ie , 1 8 2 6 )

ヒ バカ リ H eb iu s  v ib a k a r i v ib a k a r i  (Bo ie , 1 8 2 6 )

ヤマカ ガシ Rh a b d op h is tig r in u s  (Bo ie , 1 8 2 6 )

ク サリ ヘビ 科 ニホンマムシ G loy d iu s  b lom ho i ffi  (Bo ie , 1 8 2 6 )
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両生類・ 爬虫類掲載種一覧 計2 6 種

絶滅危惧Ⅰ類（ Ｃ Ｒ ＋Ｅ Ｎ ）
○メ ガメ サン ショ ウウオ（ 注１ ） 計１ 種

絶滅危惧Ⅱ類（ Ｖ Ｕ ）
○アキサンショ ウウオ

（ 注１ ）
○アブサン ショ ウウオ

（ 注１ ）
・ オキサン ショ ウウオ

・ オオサンショ ウウオ ○アカ ウミ ガメ 計５ 種

準絶滅危惧（ Ｎ Ｔ ）
○イ ズモサン ショ ウウオ

（ 注１ ）
○イ ワミ サン ショ ウウオ

（ 注１ ）
○サン イ ン サン ショ ウウオ

（ 注１ ）

・ チュ ウゴク ブチサン ショ ウウオ（ 注２ ） ○ニセヒ バサン ショ ウウオ（ 注１ ） ・ ヒ ダサン ショ ウウオ

○ヒ バサンショ ウウオ（ 注１ ） ・ ハコ ネサン ショ ウウオ ○二ホン ヒ キガエル

○ト ノ サマガエル ・ オキタ ゴガエル ・ モリ アオガエル

・ カ ジカ ガエル ○ニホン イ シガメ ・ ヒ バカ リ 計1 5 種

情報不足（ Ｄ Ｄ ）
○シコ ク ハコ ネサンショ ウウオ ・ ナガレ タ ゴガエル ○ニホン スッ ポン

◆タ カ チホヘビ ◆シロマダラ 計５ 種

（ 注１ ）  カ スミ サン ショ ウウオの分類学的再編により 、カ スミ サン ショ ウウオから 分割（ 新種記載）さ れた。島根県に分布する も のが８ 種、

かつ、 カ テゴリ ー３ 区にわたる こ と も 考慮し 、 すべてを 新規掲載種と し た上で、 カ スミ サン ショ ウウオ（ 九州地方の固有種と

さ れた。） は掲載対象外と し た。

（ 注２ ）  ブチサン ショ ウウオの分類学的再編によ り 、 中国地方の個体群はブチサン ショ ウウオから 分割（ 新種記載） さ れた。 こ のため、

ブチサン ショ ウウオから 種名を 変更し た。

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 1 0 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ ０ 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ ０ 種）

○： 新規掲載種（ 1 4 種）

◇： 情報不足から の変更種（ ０ 種）

◆： 情報不足への変更種（ ２ 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 日本産爬虫両生類標準和名リ スト
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選定理由

　 既知のすべての生息地で、 生息条件が悪化し ているため。

概　 　 要

　 本種は2 0 2 3 年に、 それまで混同さ れてき たヒ バサン ショ ウウオ（ 2 0 1 9 年

に記載さ れた種で、 それまではカ スミ サン ショ ウウオと 混同さ れた。） の分類

学的再検討を経て新種と し て記載さ れた。 和名は島根・ 広島両県の境を なす、

女亀山の島根県側における呼称「 めがめ」 に由来する。 成体の全長は1 0 cmほ

ど。 そし て、 体色や形態に関し ては、 ①背側部の基色が茶褐色ないし 黒褐色、

②尾の上縁にも つ黄茶色の条が不明瞭、③尾の下縁には黄茶色の条をも たない、

④背中線をも たない、 ⑤前・ 後肢を体側に沿っ て後方・ 前方に折り 返すと 、 両

指趾が重なら ない、 ⑥後肢長の頭胴長に対する比率が3 1 % より 小さ い、 と いっ

た傾向にある。 後肢は4 趾性。 産卵期は3 月ごろ 。 卵嚢は外被が脆弱で螺旋状

に巻く 。 幼生期間は水中の小型甲殻類などを食べて成長する。 変態後は林床の

倒木や転石の下などに隠遁し 、 ミ ミ ズ類などを食べる。 日本固有種で中国地方

のごく 一部（ 島根県および広島県） に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 飯南町のごく 一部に限ら れる（ ただし 、 美郷町にも 分布し ている可能性があ

る）。 奥山の谷筋で、 湧水から なる 湿地が本種の繁殖地と なっ ている。 谷筋を

覆う 森林は、 おも にスギやヒ ノ キの人工林である。

存続を脅かす原因

　 生息地域では近年、 かつて植栽さ れたスギやヒ ノ キを伐採するための林内路

網（ 林業専用道や森林作業道） が作設さ れ、 谷筋が分断さ れたり 湿地が消失し

たり し た。 さ ら に今後は、 谷筋が皆伐さ れると 、 残さ れた湿地においても 水質

が悪化し てし まう おそれがある。

特記事項

　 日本産の小型サンショ ウウオ類は分化が著し く 、 各地域に固有の種が分布す

るが、 本種ほど限ら れた分布域をも つも のは他にない、 と いっ ても 過言ではな

い。

　 本種の保護上、 谷筋における人工林の皆伐計画は保護樹帯の設定に改め、 植

栽木の抜き 伐り を通じ て広葉樹を育成し 、 将来的には針広混交林や広葉樹林へ

と 誘導するこ と が望まし い。

　 本種は再記載前のヒ バサンショ ウウオと し て、 販売・ 頒布を目的と し た捕獲

や譲渡し 等が規制さ れる、 種の保存法の特定第二種国内希少野生動植物種に指

定さ れている。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

Su g a w a ra , H ., Iw a ta , T ., N a ito , J ., Y a m a da , M ., Ono m u ra  K ., &  N a g a n o , M . (2 0 2 3 ). Ta x o n om ic  v a lid ity  o f H y n o b iu s  h id a m o n ta n u s  (Ca u d a ta : H y n ob iid a e ): 
d e sc r ip tion s o f fou r n ew  spec ie s from  w este rn  H onshu , J a p a n . Am e ric a n  J ou rna l o f Zoo log ic a l Resea rch， 8 (1 ): 6 -2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

中国地方固有種・ 分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

メ ガメ サンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科　

H yn o b iu s m en g am em o n tan u s　 Su g aw ara ,Iw ata ,N a ito ,Yam ada ,On om u ra  e t N ag an o ,2023

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 大部分の生息地で生息条件が明ら かに悪化し つつあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 1 9 年に、 それまで混同さ れてき たカ スミ サン ショ ウウオの

分類学的再検討を経て新種と し て記載さ れ、2 0 2 2 年には再記載さ れた。

全長7 0 ー1 0 0 mm。 成体の体色は背面が黒褐色な いし 黄褐色で、 尾の

上縁にも つ黄茶色の条は不明瞭な傾向にあり 、 尾の下縁には黄茶色の条

を も たない。 そし て、 背中線はも たない傾向にある 。 後肢は基本5 趾性

だが、 集団によ っ ては4 趾のこ と も ある。 繁殖期は3 月ごろ 。 卵嚢は外

被が脆弱で螺旋状に巻く 。 幼生期間は水中の小型甲殻類などを食べて成

長する。 変態後は林床の倒木や転石の下などに隠遁し 、 ミ ミ ズ類などを

捕食する。 日本固有種で中国地方の一部（ 島根県および広島県） に分布

する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 邑南町に限ら れる。 里地里山にあっ て、 地下水が滲み出ている止水域

および静水域（ 池や側溝の場合も ある 。） が本種の繁殖地と なっ ている。

こ れら の湿地を有する森林および林縁は、 スギやヒ ノ キの人工林をはじ

め、 ク ヌ ギなどから なる雑木林である 。

存続を脅かす原因

　 生息地域の一部では過去にゴルフ 場や公園が整備さ れ、 進入路の建設

も 相まっ て、 貴重な湿地が消失し たと みら れる。 追い打ち をかけるよう

に棚田における耕作が放棄さ れ、 本種の繁殖適地である水辺が減少し つ

つある。 また、 治山施設（ 山腹基礎工） による環境改変で消滅し たと お

ぼし き 場所も ある 。 今後、 湿地の水源に必要な森林が人工林の場合にお

いて、 林内路網（ 森林作業道や集材路） が谷筋に作設さ れたり 伐採後の

再造林がなさ れなかっ たり するこ と で水質が悪化し たり 水源が枯渇し た

り するおそれがある。

特記事項

　 本種は再記載前のアキサン ショ ウウオと し て、 販売・  頒布を 目的と

し た捕獲や譲渡し 等が規制さ れる、 種の保存法の特定第二種国内希少野

生動植物種に指定さ れている。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）
●参考文献

Ma tsu i, M ., Ok a w a , H ., N ish ik a w a , K ., Aok i, G ., E to , K ., Y osh ik a w a , N ., Ta na be , S., M isa w a , Y ., &  Tom in a g a , A . (2 0 1 9 ). Sy stema tic s  o f th e  w id e ly  d istr ib u ted  
J a p a nese  c louded  sa la ma nde r , H y n o b iu s  n e b u lo su s  (Amph ib ia : Ca uda ta : H y nob iid a e ), a nd  its  c lo se st re la tiv e s . Curren t h e rp e to lo g y , 3 8 (1 ), 3 2 -9 0 .
Su g a w a ra , H ., N a ito , J ., Iw a ta , T ., &  N a g a n o , M . (2 0 2 2 ). M o le cu la r   p h y lo g e ne tic  a n d  mo rp ho log ic a l p ro b lem s o f th e  A k i Sa la m a nd e r  H y n o b iu s  a k in e s is : 
Desc rip tion  o f tw o  new  spec ie s  from  Chug ok u , J a p a n . Bu ll. K a na g a w a  P re f. M us. (N a t. Sc i.), (5 1 ): 3 5 -4 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

中国地方固有種・ 分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アキサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科

H yn ob iu s ak ien sis　 M atsu i,Okaw a e t N ish ikaw a,2019　

ー ー
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選定理由

　 大部分の生息地で生息条件が明ら かに悪化し つつあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 1 9 年に、 それまで混同さ れてき たカ スミ サン ショ ウウオの分類学

的再検討を経て新種と し て記載さ れた。 全長7 8 ー1 3 4 mm。 成体の体色は背面

が黄褐色で、 尾の下縁には黄色の条をも たない。 後肢は5 趾性。 尾は長く 、 基

部は円筒形であまり 側扁し ない。

　 繁殖期は3 月ごろ。 卵嚢は外被に条線を 有し 、 やや脆弱で螺旋状に巻く 。 幼

生期間は水中の小型甲殻類などを食べて成長する。 一部は幼生のまま越年する

が、 変態後は林床の倒木や転石の下、 棚田の石積みなどに隠遁し 、 ミ ミ ズ類な

どを捕食する。日本固有種で中国地方の一部（ 島根県および山口県）に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 津和野町に限ら れる。 奥山および里地里山にあっ て、 地下水が滲み出ている

止水域（ 池や側溝の場合も ある。） および静水域が本種の繁殖地と なっ ている。

こ れら の湿地を有する森林および林縁は、 スギやヒ ノ キの人工林をはじ め、 ク

ヌ ギなどから 成る雑木林である。

存続を脅かす原因

　 生息地域の各地では過去に圃場が整備さ れ、 林縁におけるコ ンク リ ート 三面

張り 用排水路の敷設も 相まっ て、 多く の生息地が消失し たと みら れる。 追い打

ちをかけるよう に棚田における耕作が放棄さ れ、 本種の繁殖適地である水辺が

減少し つつある。 また、 治山施設（ 山腹基礎工） による環境改変で危機的な場

所も ある。今後、湿地の水源に必要な森林が人工林の場合において、林内路網（ 森

林作業道や集材路） が谷筋に作設さ れたり 伐採後の再造林がなさ れなかっ たり

するこ と で水質が悪化し たり 水源が枯渇し たり するおそれがある。

特記事項

　 本種は、 販売・  頒布を目的と し た捕獲や譲渡し 等が規制さ れる、 種の保存法

の特定第二種国内希少野生動植物種に指定さ れている。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室（ 編）（ 2 0 1 8 ） 環境省レ ッ ド リ スト 2 0 1 8 補遺資料． 2 0 pp .環境省,東京．
松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
Ma tsu i, M ., Ok a w a , H ., N ish ik a w a , K ., Aok i, G ., E to , K ., Y osh ik a w a , N ., Ta na be , S., M isa w a , Y ., &  Tom in a g a , A . (2 0 1 9 ). Sy stema tic s  o f th e  w id e ly  d istr ib u ted  
J a p a nese  c louded  sa la ma nde r , H y nob iu s nebu losu s (Amph ib ia : Ca uda ta : H y nob iid a e ), a nd  its c lo se st re la tiv e s . Cu rren t h e rp e to lo g y , 3 8 (1 ), 3 2 -9 0 .
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
吉川夏彦・ 富永篤（ 2 0 1 9 ） 2 0 1 3 年以降の日本産有尾両生類の分類について.爬虫両棲類学会報， 2 0 1 9 （ 2 ）： 1 7 7 -1 9 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

中国地方固有種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アブサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科

H yn ob iu s ab u en sis　 M atsu i,Okaw a,N ish ikaw a et Tom in aga ,2019

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 大部分の生息地で生息条件が明ら かに悪化し つつあるため。

概　 　 要

　 全長は幼生期で最大6 cm、 変態後は最大1 3 cmに達する。 成体期における体

背の基色は濃い飴色で、 こ れに鮮やかな黄斑がある。 ただし 、 黄斑がない個体

も いる。 尾は基部から 後方1 /3 までは円筒形だが、 それより 後方でかなり 側扁

し 、 尾端ではキール状に近い。 後肢は5 趾性。 幼生期は黄褐色を呈し 、 胴部お

よび尾部には大き な黒斑がある。

　 繁殖期は3 月ごろ。 転石や流倒木から なる伏流水中に産卵する。 卵の色は白

緑で、 その卵嚢は外皮に縦条をも つ。 1 腹卵数はおおよそ5 0 内外。 幼生期間は

水生の小型甲殻類などを食べて成長し 、 変態後は林床の倒木や転石の下などに

隠遁し 、ミ ミ ズ類などを食べる。 幼生にはふ化当年の秋までに変態する個体と 、

越年し て変態する個体と がある。 隠岐諸島の島後（ 島根県） に固有の種で、 基

準標本産地も 同島。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐の島町に限ら れる。 奥山および里地里山にあっ て、 天然の広葉樹林や針

広混交樹林、 または下層植生を も つ人工針葉樹林に覆われた谷筋と その周辺。

谷筋には年間を通じ て清冽な流水がなければなら ない。

存続を脅かす原因

　 生息地域では、かつて植栽さ れたスギやヒ ノ キを伐採するための林内路網（ 林

道・ 林業専用道・ 森林作業道） 整備が推進さ れ、 その結果と し て谷筋の分断に

はじ まり 、 降雨時における土砂や濁水の谷筋への流出が繁殖環境の悪化につな

がっ ている。 また、 林内路網が谷筋沿いに作設さ れたり 伐採後の再造林がなさ

れなければ、 水質が悪化し たり 水源が枯渇し たり するおそれがある。 気候変動

に伴う 極端な高温や大雨の頻度と 強度の増加も また、 渓床の干出や流出を招き、

災害に係る復旧や対策のための土木工事で一変し た水辺も ある。 さ ら に、 生息

地域の一部に侵入し ているウシガエルによる捕食圧が懸念さ れると こ ろである。

特記事項

　 本種は2 0 1 0 年に隠岐の島町の条例で天然記念物に指定さ れている。 よっ て、

その現状を変更し 、 またはその保存に影響をおよぼす行為をし よう と すると き

は、 同町教育委員会の許可を受けなければなら ない。 ちなみに本種の幼生は島

内で古く から 「 あし ごず」（「 足のあるハゼ」 の意） と 呼ばれてきた。

　 また、 本種は2 0 2 2 年に種の保存法で特定第二種国内希少野生動植物種に指

定さ れている。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 1 6 ） 日本爬虫両棲類学会第5 4 回大会記録 講演要旨． 爬虫両棲類学会報， 2 0 1 6 （ 1 ）： 5 8 -9 7
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
大氏正己（ 1 9 7 8 ） オキサンショ ウウオに関する知見-分布と 生態を中心にし て-.動物と 自然， 8 （ 9 ）： 2 5 -2 9 .
佐藤井岐雄（ 1 9 4 3 ） 日本産有尾類総説.5 3 6 pp .日本出版社.大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

中国地方固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科　

H yn ob iu s o k ien sis　 Sato ,1940　

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 大部分の生息地で生息条件が明ら かに悪化し つつあるため。

概　 　 要

　 全長は幼生期が3 ー2 0 cm、 変態後は最大1 5 0 cmに達する。 成体は扁平な頭

部を中心に多数の疣状突起をも つ。 体背の基色は褐色・ 黄色で黒斑がある。 た

だし 、 幼生初期の体色は黒色。 後肢は5 趾性。 生活史は完全水生。 また、 夜行

性が強い。 おも に甲殻類や魚類を 食べる。 繁殖期は9 月ごろ で、 成体は繁殖巣

穴をめざし て移動する。 繁殖巣穴を占有するオスが群れ産卵を司り 、 かつ、 卵

塊および孵化幼生を 保護する。 冬眠を し ない。 卵嚢の形状は数珠状で、 1 腹卵

数はおおよそ5 0 0 内外。 孵化後、 性成熟まで少なく と も 十数年を要する。 日本

固有種で、 本州中部の庄内川水系・ 木曽川水系、 近畿-中国地方の淀川水系以

西-錦川水系以東、 四国の仁淀川水系および九州の駅館川水系に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に中国山地の河川上流域。 本種の繁殖巣穴は河岸水面下で川下に向けて

狭く 開口し た奥行き ある横穴で、 その奥から は地下水が滲み出ている。 その巣

穴から 離散し た幼生の隠れ場所と なる河床間隙を豊富に有し、 かつ、 幼体期の

隠れ場所にも なる流域の小渓流と の連続性が確保さ れた山地河川。

存続を脅かす原因

　 林内路網整備や道路改良に起因する谷筋や河川への土砂流出によ る河床間隙

の埋没、 土地改良や災害復旧のための河川改修に伴う 自然河岸の喪失、 河川横

断構造物（ 堰・ ダム） や落差工による繁殖期移動の阻害や繁殖個体群の削痩化。

また、 大陸原産種（ チュ ウゴク オオサンショ ウウオ） やそれと の交雑個体の人

為的移動に基づく 競合または遺伝浸透が懸念さ れる。

特記事項

　 本種は文化財保護法に基づく 特別天然記念物。 また、 種の保存法に基づく 国

際希少野生動植物種。 県内における地方名は「 はんざけ」 である。

　 と こ ろ で、 河川中下流域で保護さ れる個体について、 その場所が干出のおそ

れがあるなどやむを得ない理由で移動さ せる必要がある場合、 移転放流先を安

易に河川上流域と 定めず、 最寄り の安定水域と するこ と 。 公共工事に伴う 事前

の取上げ個体も 同じ 。 理由は、 その個体が本種に酷似するチュ ウゴク オオサン

ショ ウウオや交雑個体だっ た場合、 取り 返し のつかない事態と なるため。 たと

え、 その個体が在来種であっ ても 、 河川中下流域で定着し た個体の体サイ ズは、

たいてい上流域の個体群のそれより 大き く 、 上流域における環境資源量にそぐ

わないばかり か、 同種間における不要な競合を生じ さ せるおそれがある。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

岩槻邦男・ 太田英利（ 編）（ 2 0 2 2 ） 環境省レッ ド リ スト 日本の絶滅危惧生物図鑑． 3 5 0 pp .丸善出版株式会社,東京．
公益財団法人広島市みどり 生き も の協会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 広島市安佐動物公園5 0 周年記念 オオサンショ ウウオを知る 守る  そし て共に.1 7 6 pp . 公益財団法人広島市みどり 生き も の協会.広島．
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
日本オオサンショ ウウオの会（ 編）（ 2 0 1 6 ） オオサンショ ウウオ個体登録マニュ アル.1 2 pp． 日本オオサンショ ウウオの会， 朝来.
日本オオサンショ ウウオの会（ 編）（ 2 0 2 5 ） 全国オオサンショ ウウオ遡上路調査報告書.1 5 4 pp． 日本オオサンショ ウウオの会， 広島．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオサンショ ウウオ
有尾目オオサンショ ウウオ科

An d ria s ja p o n icu s  ( Tem m in ck, 1836) 　 　

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 大部分の生息地で生息条件が明ら かに悪化し つつあるため。

概　 　 要

　 成体は甲長7 0 ー1 0 0 cmに達する。 甲はハート 型で、 ほかのウミ ガメ に比べ

て相対的に首が太く 頭が大きい。 肋甲板は通常5 対で、 2 対の前額板の中央に小

さ な小鱗板がある。 甲の背面は褐色、 腹面は淡黄色で、 甲の背面には付着生物

が多い。 繁殖期は5 月ー8 月ごろ。 産卵は2 週間ほどの間隔で数回行われ、 その

間、 メ スは沖合の岩礁で休息する。 メ スは原則的に、 夜になるのを待っ て砂浜

に上陸し 、 産卵場所は植物帯の際より 少し 海側が選ばれる。 1 回に1 0 0 ー1 2 0

個が、 後肢で掘っ た深さ 5 0 cmぐ ら いの産卵巣に産み落と さ れる。 卵は5 0 ー

7 0 日で孵化し 、 黒褐色の幼体は数日かけて砂表まで登ると 、 夜間に脱出し て海

に向かう 。 脱出から およそ1 日の間続く「 フ レンジー」と よばれる興奮期を経て、

流れ藻や浮遊物に依存する生活に入る。 暖流を利用し て外洋に泳ぎ出てきた後、

遠く はアメ リ カ 大陸の沿岸まで移動する。 成長し 、 中央あるいは東部太平洋の

生息海域を旅立っ た幼体は出生地である日本近海へと 再加入する。 回遊中はク

ラ ゲ類など浮遊性動物を、 回遊後はヤド カ リ 類など海底性動物も 捕食し ている。

日本近海で繁殖活動する北太平洋個体群の産卵は、 国外では韓国の済州島から

数例の報告があるが、 ほぼすべてが国内で行われると いえ、 南西諸島から 九州、

四国、 茨城県以南の本州の太平洋岸に恒常的な産卵場が分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夜間に人工の明かり が届かない海岸で、 奥行き ある 砂浜と 、 その沖合に岩

礁がある こ と が条件。 し まね海洋館の調べ（ 未発表データ ） によ る と 、 過去

1 0 年間における 産卵の記録は、 わずか2 例に過ぎない（ 2 0 1 5 年に益田市で、

2 0 1 7 年には出雲市で、 それぞれ産卵巣が確認さ れている）。 かつて、 産卵や孵

化幼体の脱出が確認さ れた江津市の海岸では、 風力発電事業などによっ て環境

が悪化し たのか、 産卵情報が途絶えて久し い。 また、 上陸し たメ スが産卵に至

ら なかっ た事例も 大田市などの海岸で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 海岸浸食に伴う 砂浜の消失、 漂着ごみの集積・ 浜辺から の騒音や光による上

陸忌避、 漁網に引っ かかるこ と による溺死、 異常気象で強度を増し た台風に伴

う 波浪による卵塊の滅失。

特記事項

　 本種は、 国際自然保護連合（ IU CN ） のレ ッ ド リ スト で絶滅危惧Ⅱ類（ VU ）

と さ れている。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 伏見　 純）

●参考文献

岩槻邦男・ 太田英利（ 編）（ 2 0 2 2 ） 環境省レッ ド リ スト 日本の絶滅危惧生物図鑑． 3 5 0 pp .丸善出版株式会社,東京．

亀崎直樹（ 2 0 1 2 ） ウミ ガメ の自然誌-産卵と 回遊の生物学． 3 2 0 pp． 東京大学出版会， 東京．

松井孝爾（ 1 9 8 5 ） 日本の両生類・ 爬虫類． 1 6 0 pp． 小学館， 東京．

日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．

上野真太郎・ 岡本慶・ 石原孝・ 亀崎直樹（ 2 0 2 5 ） 日本におけるウミ ガメ 類の分布.爬虫両棲類学会報， 2 0 2 5 （ 2 ）： 1 2 7 -1 4 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）：（ 公財）し まね海洋館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アカ ウミ ガメ
カ メ 目ウミ ガメ 科

Caretta  ca re tta  ( Lin n aeu s, 1758 )

ー ー
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 2 1 年に、 それまで混同さ れてき たヒ バサン ショ ウウオおよ

びサン イ ン サン ショ ウウオ（ と も に2 0 1 9 年に記載さ れた種で、 それま

ではカ スミ サン ショ ウウオと 混同さ れた。） の分類学的再検討を 経て新

種と し て記載さ れた。 基準標本産地は松江市上大野町にあっ て、 種小名

は島根半島の形成史に係る 神話「 国引き 」 に由来する。 成体の全長は

1 0 cmほど。 体色は背面が黒褐色ないし 黄褐色で、 尾の上下縁に明瞭な

黄色の条を も つ。 後肢は原則と し て5 趾性。 繁殖期は1 2 ー3 月で、 卵嚢

の形は螺旋状。 幼生は小型甲殻類などを、 変態後はミ ミ ズ類などを食べ

る。 島根県に固有の種で、 出雲地方に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市、出雲市、安来市および雲南市。大田市のごく 一部にも 分布する。

奥山、里地里山および沿岸の林縁にあっ て、地下水が滲み出ている止水・

静水域（ ため池や側溝の場合も ある。） および付近の林床に生息する。

存続を脅かす原因

　 宅地・ 山林開発または道路建設に伴う 湿地の消失や交通事故、 山林皆

伐に伴う 湿地環境の悪化、 および捕食性外来種（ アメ リ カ ザリ ガニ、 ウ

シガエル、 アラ イ グマ） の分布拡大。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

岩田貴之（ 2 0 2 4 ）「 イ ズモサンショ ウウオ」 人と 科学の未来館サイ ピア（ 編）『 全国山椒魚見聞録』 p .1 5 ． 人と 科学の未来館サイ ピ ア．
松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
尾原和夫・ 大社高等学校 生物部（ 1 9 8 9 ） 日御碕のカ スミ サン ショ ウウオ（ 予報） -生活史と 生態-． 島根県立大社高等学校 研究紀要，（ 8 ） :1 4 -1 9 ．
大川博志・ 奥野隆史・ 宇都宮妙子（ 2 0 1 9 ） 西日本のカ スミ サンショ ウウオの3 つの大き なグループ． 爬虫両棲類学会報， 2 0 1 9 （ 1 ） :9 -2 1 ．
Sug a w a ra , H ., Iw a ta , T ., Y a ma sh ita , H ., &  N a g a no , M . (2 0 2 1 ). Ta x onom ic  re a ssessmen t o f th e  Izumo  Lin ea g e  o f H y nob iu s u tsunom iy a o rum : Desc r ip tion  o f a  
n ew  spec ie s from  Chug ok u , J a p a n . An ima ls , 1 1 (8 ), 2 1 8 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地　

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

イ ズモサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科

H yn ob iu s ku n ib ik i Su gaw ara , Iw ata , Yam ash ita  et N ag an o , 2021　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 1 9 年に、 それまで混同さ れてき たカ スミ サン ショ ウウオの

分類学的再検討を経て新種と し て記載さ れた。 基準標本産地は益田市遠

田町にあっ て、 種小名は県西部の旧国名「 石見」 に由来する。 成体の全

長は1 0 cmほど。 体色は背面が淡褐色で、 尾の上下縁に明瞭な黄色の条

を も つ。 後肢は4 趾性。 繁殖期は1 ー5 月で、 卵嚢の形は螺旋状。 幼生

は小型甲殻類などを、 変態後はミ ミ ズ類などを食べる。 中国地方に固有

の種で、 島根県および広島県に分布すると さ れるが、 筆者ら の調べ（ 未

発表データ ） で山口県のごく 一部にも 分布するこ と が判っ ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 浜田市、 益田市、 大田市、 江津市およ び美郷町に既知産地がある が、

筆者ら の調べ（ 未発表データ ） で川本町にも 分布するこ と が判っ ている。

里地里山の林縁にあっ て、 地下水が滲み出ている止水・ 静水域（ ため池

や側溝の場合も ある。） および付近の林床に生息する。

存続を脅かす原因

　 宅地・ 山林開発や道路建設に伴う 湿地の消失や交通事故、 山林皆伐に

伴う 湿地環境の悪化、 および捕食性外来種（ アメ リ カ ザリ ガニ、 ウシガ

エル、 アラ イ グマ） の分布拡大。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
Ma tsu i, M ., Ok a w a , H ., N ish ik a w a , K ., Aok i, G ., E to , K ., Y osh ik a w a , N ., Ta na be , S., M isa w a , Y ., &  Tom in a g a , A . (2 0 1 9 ). Sy stema tic s  o f th e  w id e ly  d istr ib u ted  
J a p a nese  c louded  sa la ma nde r , H y n o b iu s  n e b u lo su s  (Amph ib ia : Ca uda ta : H y nob iid a e ), a nd  its  c lo se st re la tiv e s . Curren t h e rp e to lo g y , 3 8 (1 ), 3 2 -9 0 .
吉川夏彦・ 富永篤（ 2 0 1 9 ） 2 0 1 3 年以降の日本産有尾両生類の分類について． 爬虫両棲類学会報， 2 0 1 9 （ 2 ） :1 7 7 -1 9 4

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価
中国地方固有種、 分布限界種（ 北限）、

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

イ ワミ サンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科　

H yn ob iu s iw am i M atsu i, Okaw a, N ish ikaw a et Tom in aga , 2019

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 1 9 年に、 それまで混同さ れてき たカ スミ サン ショ ウウオの

分類学的再検討を経て新種と し て記載さ れた。種小名は瀨戸武司博士（ 島

根大学名誉教授） に献名さ れたも の。 成体の全長は1 0 cmほど。 体色は

背面が暗緑褐色で、尾の上下縁に明瞭な黄色の条をも つ。 後肢は5 趾性。

繁殖期は1 2 ー3 月で、 卵嚢の形は螺旋状。 幼生は小型甲殻類などを、 変

態後はミ ミ ズ類などを食べる。 山陰地方に固有の種で、 兵庫県、 鳥取県

および島根県に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市（ 東出雲地方） および安来市。 林縁にあっ て地下水が滲み出て

いる止水・ 静水域（ 側溝の場合も ある 。） および付近の林床に生息する。

存続を脅かす原因

　 宅地・ 山林開発や道路建設に伴う 湿地の消失、 山林皆伐に伴う 湿地環

境の悪化、 および捕食性外来種（ アメ リ カ ザリ ガニ、 ウシガエル、 アラ

イ グマ） の分布拡大。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
Ma tsu i, M ., Ok a w a , H ., N ish ik a w a , K ., Aok i, G ., E to , K ., Y osh ik a w a , N ., Ta na be , S., M isa w a , Y ., &  Tom in a g a , A . (2 0 1 9 ). Sy stema tic s  o f th e  w id e ly  d istr ib u ted  
J a p a nese  c louded  sa la ma nde r , H y n o b iu s  n e b u lo su s  (Amph ib ia : Ca uda ta : H y nob iid a e ), a nd  its  c lo se st re la tiv e s . Curren t h e rp e to lo g y , 3 8 (1 ), 3 2 -9 0 .
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サン ラ イ ズ出版,彦根．
吉川夏彦・ 富永篤（ 2 0 1 9 ） 2 0 1 3 年以降の日本産有尾両生類の分類について． 爬虫両棲類学会報， 2 0 1 9 （ 2 ） :1 7 7 -1 9 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布域極限種、分布限界種（ 南限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

サンイ ンサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科　

H yn ob iu s se to i M atsu i, Tan abe  e t M isaw a , 2019　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 成体は全長1 2 cmほど。 茄子紺の背側面に多数の銀色小型地衣状斑紋

を有し 、 腹面におよぶ。 尾は基部が円筒形で、 次第に側扁する。 後肢は

5 趾性。 繁殖期は3 ー5 月で、 伏流水中に産卵する 。 卵嚢は外被が脆弱

で釣針状によ じ れる。 幼生は、 背側部が小麦色で大小多数の黒色斑紋を

も ち、 前後肢趾に黒爪が生じ ない。 そし て、 小型甲殻類など を 食べる。

さ ら に、 孵化し た年内に変態するが、 一部に越年変態する個体も みら れ

る。 変態後はミ ミ ズ類などを 食べる 。 中国地方に固有の種で、 全5 県に

分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市、 浜田市、 益田市、 雲南市、 奥出雲町、 飯南町、 邑南町、 津和

野町および吉賀町に既知産地があるが、 筆者の調べ（ 未発表データ ） で

大田市、 江津市、 美郷町およ び川本町にも 分布する こ と が判っ ている。

また、 松江市およ び安来市にも 分布し ている可能性がある 。 奥山および

里地里山にあっ て、 天然の広葉樹林や針広混交樹林、 または下層植生を

も つ人工針葉樹林に覆われた谷筋の、 年間を通じ て清冽な流水がある源

流域に生息する。 なお、 出雲北山山地は分布の北限だが、 分布域が隔離

さ れている。

存続を脅かす原因

　 山林・ ダム開発や道路建設（ 盛土による埋立て） に伴う 谷筋の消失お

よび分断、 なら びに山林皆伐に伴う 渓流環境の悪化。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）
●参考文献

岩田貴之・ 佐藤仁志（ 2 0 1 9 ）「 松江市の両生・ は虫類」 松江市史編集委員会（ 編）『 松江市史 史料編1  自然環境』 p .4 4 5 -4 4 9 ． 松江市．
松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
尾原和夫（ 1 9 8 6 ） 益田のブチサン ショ ウウオ-その生活史と 生態-． 島根野生生物研究会会報，（ 4 ） :1 -6
島根県小中学校理科教育研究会（ 編）（ 2 0 2 4 ） 令和版 島根の自然は生き ている ． 1 9 6 pp． 山陰中央新報社， 松江．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価
中国地方固有種、分布限界種（ 北限）、

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

チュ ウゴク ブチサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科　

H yn ob iu s sem a to n o to s Tom in aga , M atsu i et N ish ikaw a, 2019　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 2 3 年に、 そ れま で 混同さ れて き た ヒ バサン シ ョ ウ ウオ

（ 2 0 1 9 年に記載さ れた種で、 それまではカ スミ サン ショ ウウオと 混同

さ れた。） の分類学的再検討を 経て新種と し て記載さ れた。 成体の全長

は1 0 cmほど。 そし て、 体色に関し ては、 ①背側部の基色が茶褐色、 ②

尾の上縁にも つ黄茶色の条が明瞭、 ③尾の下縁には黄茶色の条をも たな

い、 ④背中線をも たない、 と いっ た傾向にある。 さ ら に、 前・ 後肢を体

側に沿っ て後方・ 前方に折り 返すと 、 両指趾が重なる傾向にある。 後肢

は4 趾性。 繁殖期は2 ー3 月で、 卵嚢の形は螺旋状。 幼生は小型甲殻類

などを、 変態後はミ ミ ズ類などを食べる。 中国地方に固有の種で、 島根

県および広島県の一部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大田市、 飯南町およ び美郷町。 奥山およ び里地里山の谷筋にあっ て、

地下水が滲み出ている止水域および静水域なら びに付近の林床に生息す

る。

存続を脅かす原因

　 山林開発や道路建設に伴う 湿地の消失、 および山林皆伐に伴う 湿地環

境の悪化。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

Su g a w a ra , H ., Iw a ta , T ., N a ito , J ., Y a m a da , M ., Ono m u ra  K ., &  N a g a n o , M . (2 0 2 3 ). Ta x o n om ic  v a lid ity  o f H y n o b iu s  h id a m o n ta n u s  (Ca u d a ta : H y n ob iid a e ): 
d e sc r ip tion s o f fou r n ew  spec ie s from  w este rn  H onshu , J a p a n . Am e ric a n  J ou rna l o f Zoo log ic a l Resea rch， 8 (1 ): 6 -2 6 .
内藤順一・ 菅原弘貴・ 岩田貴之・ 永野昌博（ 2 0 2 6 ） 広島県の止水産卵性サン ショ ウウオ． 比和科学博物館研究報告，（ 6 7 ） :4 5 -6 9 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

中国地方固有種、分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

ニセヒ バサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科　 　

H yn o b iu s p seu d o u tsu n o m iya o ru m 　 Su g aw ara ,Iw a ta ,N a ito ,Yam ad a ,On om u ra  et N ag an o ,2 023　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 成体の全長は1 3 cmほど。 紫褐色の背側面に多数の黄金色小型雲状斑

紋を有し 、腹部におよぶこ と がある。 尾は胴より も 長く て太い円筒状で、

ふつう 後半部でも 側扁せず、 にぶい末端に終わる 。 後肢は5 趾性。 繁殖

期は2 ー4 月で、 渓流の岩石下に産卵する。 卵嚢は外被が強靭で牛角状

に反る。 幼生は、 背側部が小麦色で大小多数の黒色斑紋をも ち、 前後肢

趾に黒爪が生じ る。 そし て、 小型甲殻類などを食べる。 また、 孵化し た

年内に変態する が、 越年変態する個体も みら れる。 変態後はミ ミ ズ類な

どを食べる。 本州に固有の種で、 新潟県、 長野県および愛知県以西に分

布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市、 安来市、 雲南市、 奥出雲町および飯南町に既知産地があるが、

著者の調べ（ 未発表データ ） で浜田市、 益田市、 美郷町、 邑南町および

吉賀町にも 分布する こ と が判っ ている。 奥山およ び里地里山にあっ て、

天然の広葉樹林や針広混交樹林、 または下層植生をも つ人工針葉樹林に

覆われた谷筋の、 年間を通じ て清冽な流水がある源流域に生息する。 た

だし 、 垂直分布でみる と 、 県東部における 生息高度の低下が示唆さ れ、

安来市には標高が1 0 0 m程度の繁殖地も ある 。 なお、 吉賀町は分布のほ

ぼ西限にあたり 、 松江北山山地は分布域が隔離さ れている。

存続を脅かす原因

　 山林開発や道路建設（ 盛土によ る 埋立て） に伴う 谷筋の消失や分断、

および山林皆伐に伴う 渓流環境の悪化。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

岩田貴之・ 西川完途・ 松井正文・ 吉川夏彦（ 2 0 0 7 ） 島根半島のヒ ダサン ショ ウウオについて． 爬虫両棲類学会報， 2 0 0 7 （ 2 ） :1 2 9 -1 3 2 ．
松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
大氏正己（ 1 9 8 2 ）「 ヒ ダサン ショ ウウオ」 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局（ 編）『 島根県大百科事典 下巻』 p .3 8 5 ． 山陰中央新報社．
島根県小中学校理科教育研究会（ 編）（ 2 0 2 4 ） 令和版 島根の自然は生き ている ． 1 9 6 pp． 山陰中央新報社， 松江．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価
分布限界種（ 西限）

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ ダサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科

H yn ob iu s k im u ra e　 Du n n , 1923　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 1 9 年に、 それまで混同さ れてき たカ スミ サン ショ ウウオの

分類学的再検討を経て新種と し て記載さ れ、2 0 2 3 年には再記載さ れた。

成体の全長は1 0 cmほど。 そし て、 体色に関し ては、 ①背側部の基色は

黒褐色、 ②尾の上縁にも つ黄茶色の条は明瞭、 ③尾の下縁には黄茶色の

条を も たな い、 ④背中線を も つ、 と いっ た傾向にある。 後肢は原則と

し て4 趾性だが、 例外と し て5 趾性の集団も ある 。 繁殖期は1 2 ー5 月で、

卵嚢の形は螺旋状。 幼生は小型甲殻類などを、 変態後はミ ミ ズ類などを

食べる。 中国地方に固有の種で、 鳥取県、 島根県、 岡山県および広島県

に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市（ 美保関地方）、 安来市、 雲南市、 奥出雲町およ び飯南町。 奥

山および里地里山の谷筋にあっ て、 地下水が滲み出ている止水域および

静水域なら びに付近の林床に生息する。 生息地でも っ と も 低い場所は美

保関地方にあっ て、その標高は5 m。 なお、美保関地方は分布の北限だが、

分布域が隔離さ れている。

存続を脅かす原因

　 山林開発や道路建設に伴う 湿地の消失、 および山林皆伐に伴う 湿地環

境の悪化。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

岩田貴之（ 2 0 1 0 ） 島根県安来市における カ スミ サン ショ ウウオの初記録． 爬虫両棲類学会報， 2 0 1 0 （ 1 ） :3 7 -4 0 ．
Ma tsu i, M ., Ok a w a , H ., N ish ik a w a , K ., Aok i, G ., E to , K ., Y osh ik a w a , N ., Ta na be , S., M isa w a , Y ., &  Tom in a g a , A . (2 0 1 9 ). Sy stema tic s  o f th e  w id e ly  d istr ib u ted  
J a p a nese  c louded  sa la ma nde r , H y n o b iu s  n e b u lo su s  (Amph ib ia : Ca uda ta : H y nob iid a e ), a nd  its  c lo se st re la tiv e s . Curren t h e rp e to lo g y , 3 8 (1 ), 3 2 -9 0 .
大川博志・ 岩田貴之（ 2 0 1 5 ） カ スミ サン ショ ウウオ高地型の問題点． 九州両生爬虫類研究会誌，（ 6 ） :4 3 -4 6 ．
島根県小中学校理科教育研究会（ 編）（ 2 0 2 4 ） 令和版 島根の自然は生き ている ． 1 9 6 pp． 山陰中央新報社， 松江．
Su g a w a ra , H ., Iw a ta , T ., N a ito , J ., Y a m a da , M ., Ono m u ra  K ., &  N a g a n o , M . (2 0 2 3 ). Ta x o no m ic  v a lid ity  o f H y n o b iu s  h id a m o n ta n u s  (Ca u d a ta : H y n ob iid a e ): 
d e sc r ip tion s o f fou r n ew  spec ie s from  w este rn  H onshu , J a p a n . Am e ric a n  J ou rna l o f Zoo log ic a l Resea rch， 8 (1 ): 6 -2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価
準特産種、分布限界種（ 北限）、

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ バサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科

H yn ob iu s u tsu n o m iyao ru m  M atsu i et Okaw a, 2019

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 成体の全長は1 5 cmほど。 背面の基色は暗赤褐色か紫色を 帯びた暗褐

色で、 中央部の全長にわたっ て不規則に波打っ た赤色や赤褐色の縦条を

そなえる。 腹面は暗褐色ないし 灰色で、 胸部には1 対の暗色斑紋を も つ

のがふつう 。 眼は大き く て著し く 突出する。 尾は全長の1 /2 より も 長い。

また、 尾の先端部は、 多少と も 側扁し ている こ と が多い。 後肢は5 趾性。

繁殖期は5 ー8 月で、地下水中に産卵する。幼生は小型甲殻類などを食べ、

数年かけて変態する。 変態後はミ ミ ズ類などを食べる 。 本州に固有の種

で、 茨城県北西部以西および新潟県中北部以南に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 浜田市、益田市（ 匹見地方）、奥出雲町、飯南町および邑南町に分布する。

奥山にあっ て、 天然の広葉樹林や針広混交樹林、 または下層植生をも つ

人工針葉樹林に覆われた谷筋の、 年間を通じ て清冽な流水がある源流域

に生息する。 なお、 匹見地方は分布のほぼ西限にあたる。

存続を脅かす原因

　 山林開発や道路建設（ 盛土による埋立て） に伴う 谷筋の消失および分

断、 なら びに山林皆伐に伴う 渓流環境の悪化。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
尾原和夫（ 1 9 8 3 ） 西中国山地のハコ ネサン ショ ウウオ． 採集と 飼育， 4 5 （ 1 2 ） :5 3 2 -5 3 4 ．
島根県小中学校理科教育研究会（ 編）（ 2 0 2 4 ） 令和版 島根の自然は生き ている ． 1 9 6 pp． 山陰中央新報社， 松江．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

ハコ ネサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科

On ych o d acty lu s ja p o n icu s  ( Hou ttu yn , 1782) 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種の頭胴長はオス で8 0 ー1 6 3 mm、 メ ス で8 4 ー1 7 6 mm。 背面が

黄褐色、 褐色または暗褐色で、 腹面は淡黄色。 鼓膜は円形または楕円形

で、 その直（ 長） 径は眼と 鼓膜と の間隔にほぼ等し いのがふつう 。 繁殖

期は3 ー4 月。 メ スを 待つオスは水辺を 歩き 回っ たり 、 水に半身浸かっ

たり し ながら 鳴いている。 メ スは、 長さ が1 0 mにも およ ぶひも 状の卵

塊を 産む。 卵塊は6 ,0 0 0 ー1 4 ,0 0 0 個ぐ ら いの卵を 含む。 幼生は黒一色

で斑紋をも たない。 変態後は、 主と し て陸上で生活し 、 繁殖期以外はあ

まり 水に入ら ない。 日本の固有種で、 本州西南部、 四国、 九州、 大隅諸

島などに自然分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐を除く 県域。 産卵は池、 側溝、 渓流沿いの水たまり などの止水域

で行われる。 卵塊は浅い水底に産み放さ れるか、 水草などに巻き つけら

れて比較的水面に近いと こ ろ にある。

存続を脅かす原因

　 道路建設、 ため池の廃止、 農地転用（ 太陽光発電設備の設置）、 山林

皆伐（ 森林作業道の開設を含む）、 およびアラ イ グマによる捕食圧。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

●参考文献

Ch ib a , H ., Y a su i, Y ., Osum i, M ., Osh ima , N ., Ta k a ha sh i, M ., E g a w a , Y ., Y a ma g uch i, T ., Fu j ita , H ., N uma ta , H ., A sa zuma , Y ., &  K u riy a m a , T . (2 0 2 5 ). P red a tion  o f 
th e  J a oa nese  Common  Toa d  Bu fo  ja p on ic u s  b y  In v a siv e  Ra ccoons. Cu rren t h e rp e to lo g y , 4 4 (2 ), 1 7 7 -1 8 8 .
松井正文・ 前田憲男（ 2 0 1 8 ） 日本産カ エル大鑑． 2 7 2 pp． 文一総合出版, 東京. 
日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp． サン ラ イ ズ出版,彦根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

ニホンヒ キガエル
無尾目ヒ キガエル科

Bu fo  ja p o n icu s Tem m in ck et Sch lege l, 1838　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種の頭胴長はオスで3 8 ー8 1 mm、 メ スで6 3 ー9 4 mm。 背面の基色

は緑色、 褐色、 淡灰褐色または黄色みを帯びた白色。 背中線上に吻端か

ら 総排出口に達する色の淡い縦条があり 、 背側線の隆条も 同じ 色を呈す

るので、全体と し ては3 本の淡色縦条を形成し ている。 繁殖期は4 ー5 月。

メ スは、 直径2 0 cmにおよ ぶ卵塊を産む。 国内では本州の大部分、 四国、

九州、 種子島に自然分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐を除く 県域。 生息場所は水田を はじ めと する浅い止水域。 繁殖場

所は、 田植えで水が張ら れたばかり の水田を主と し 、 加えて、 幼生は水

田が中干し さ れても 一時的に待避でき る水たまり や土水路がなければ生

存でき ない。 また、 放棄水田をビオト ープに活用し た場所でも 、 初めの

頃は産卵がみら れるが、 数年ごと に池干し などの維持管理がなさ れなけ

れば、 繁殖がみら れなく なる。

存続を脅かす原因

　 土地改良（ 乾田化）、中干し の強化、農地転用（ 太陽光発電設備の設置）

およびため池の廃止。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）
●参考文献

藤田宏之・ 寺岡誠二（ 2 0 2 1 ） 両生類の繁殖利用を目的と し た放棄水田ビ オト ープの状況と その管理． 農業およ び園芸， 9 6 （ 1 1 ）： 9 7 8 -9 8 5 .
松井正文・ 前田憲男（ 2 0 1 8 ） 日本産カ エル大鑑． 2 7 2 pp． 文一総合出版, 東京. 
日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp． サン ラ イ ズ出版,彦根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

ト ノ サマガエル
無尾目アカ ガエル科　

Pe lo p h y la x n ig ro m acu la tu s ( H allow ell, 1861) 　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種は2 0 2 3 年に、 タ ゴ ガエ ル亜種で はな く 独立種と さ れた。 基準

標本産地は島根県隠岐島後と 推定さ れる 。 本種の頭胴長はオスで3 8 ー

4 3 m m、 メ スで4 5 ー5 3 mm。 形態は基本的にタ ゴガエルに似ているが、

体は比較的細く 、 頭も 幅が長さ と 同大か、 やや小さ い。 吻端はタ ゴガエ

ルより も 円く 終わっ ており 、 外鼻孔は吻端寄り に位置する。 みずかき は

タ ゴガエルよ り も よく 発達し 、 第4 趾で第2 関節ないし 、 第2 関節と 第3

関節の間に達する。 後肢も タ ゴガエルより やや長く 、 脛跗関節は眼と 外

鼻孔の間ないし 、 吻端よ り かなり 前方に達する。 繁殖期は2 ー3 月。 隠

岐諸島に固有の種で、 島後および西ノ 島（ 島根県） に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐の島町およ び西ノ 島町の山地にすむ。産卵場所は渓流の岸などの、

伏流水に洗われる よう な割れ目や穴の奥。

存続を脅かす原因

　 道路建設、 ダム開発、 砂防・ 治山施設、 河川改修および山林皆伐。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

●参考文献

Eto , K ., &  Ma tsu i, M . (2 0 2 3 ). A  N ew  Brow n  Frog  from  the  Go to Is la nds, J a pa n  w ith  Ta x onom ic  Rev is ion  on  the  Subspec ifi c  Re la tion sh ips o f Ra na  ta g o i (Amph ib ia :  
A nu ra : Ra n id a e ). Cu rren t H e rp e to lo g y , 4 2 (2 ), 1 9 1 -2 0 9 .
松井正文・ 前田憲男（ 2 0 1 8 ） 日本産カ エル大鑑． 2 7 2 pp． 文一総合出版, 東京. 
日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp． サン ラ イ ズ出版,彦根．
笹木快斗・ 山岸聖・ 髙原輝彦（ 2 0 2 2 ） 隠岐島前西ノ 島美田ダム上流における オキタ ゴガエルの発見例． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 2 5 ） :2 1 7 -2 1 8 ．
島田孝（ 2 0 0 5 ） 隠岐島前の西ノ 島から オキタ ゴガエルの初記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 8 ） :2 1 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

オキタ ゴガエル
無尾目アカ ガエル科　 　

Ran a  o k ien sis Da ito , 1969　

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種の頭胴長はオスで4 2 ー6 0 mm、 メ スで5 9 ー8 2 mm。 背面は緑色

または暗緑色。 大腿部後面の斑紋が比較的粗雑で多く は不規則につな

がる。 また、 背面に黄色い斑点の現れるこ と がない。 繁殖期は4 ー7 月。

卵塊は白い泡状でシ ュ レ ーゲルア オガエルのも の（ 長径7 0 ー1 0 0 mm

ぐ ら い） よ り 大き い。 卵は黄白色で直径2 .6 mmぐ ら い。 1 卵塊の中に

3 0 0 ー8 0 0 個ぐ ら い含ま れて いる。 孵化し た幼生は、 卵塊の中で ある

程度発育し た後、 卵塊の下部から 水中に落ちて、 ほかのカ エルの幼生と

同じ よう な生活を送る。 日本の固有種で、 本州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐を除く 県域。 産卵場所は、 山地および里地の池や水たまり の、 上

の木の葉や小枝から ぶら 下げら れるか、 水辺の草の上や地上に産みつけ

ら れる。

存続を脅かす原因

　 ため池の廃止、 道路建設、 山林皆伐、 不法投棄（ 水質悪化） および異

常気象（ 繁殖期における少雨・ 渇水）。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

●参考文献

今井悟・ 安藤誠也（ 2 0 2 5 ） 三瓶山姫逃池で確認さ れたモリ アオガエルの特異な死骸集団． 島根県立三瓶自然館研究報告，（ 2 3 ） :2 9 -3 5 ．
桑原一司（ 編）（ 2 0 0 0 ） のんびり 瑞穂-瑞穂町自然観察ガイ ド ブッ ク -． 1 3 6 pp． 瑞穂町教育委員会， 瑞穂．
松井正文・ 前田憲男（ 2 0 1 8 ） 日本産カ エル大鑑． 2 7 2 pp． 文一総合出版, 東京. 
日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp． サン ラ イ ズ出版,彦根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 寺岡誠二

準絶滅危惧（ N T ）

モリ アオガエル
無尾目アオガエル科　

Zh an g ixa lu s a rb o reu s ( Okad a et Kaw ano , 1924) 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種の頭胴長はオスで3 7 ー4 4 mm、 メ スで4 9 ー6 9 mm。 背面は暗灰

褐色で、 個体によっ ては緑色がかっ ているも のも ある。 頭部は比較的細

く て扁平。 眼鼻線は非常ににぶいが、 頬部は明瞭に凹んでいる。 鼓膜は

周囲が白っ ぽい顆粒に囲まれている。 繁殖期は4 ー8 月。 オスは水面か

ら 出た岩石の上に、なわばり をも っ て定着し 、盛んに鳴いてメ スを呼ぶ。

産卵は水中の岩石の下でなさ れる。 孵化し た幼生は流水中で、 水底の砂

利や小石の間で生活し 、 石の表面に着生し た藻類を 削り と っ て食べる。

変態期は6 ー9 月。 非繁殖期には樹上生活も し 、 メ スや幼体ではそう し

た個体が少なく ない。 日本本土の固有種で、 本州、 四国および九州に分

布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐を除く 県域。 おも に里地里山の山地河川なら びに付近の森林にす

んでいるが、 その下流域にあたる平野の、 早瀬を有する低地河川にも み

ら れる。

存続を脅かす原因

　 河川工事による 環境資源（ 本種の繁殖場所や成体の食べ物と し ての昆

虫類） の減少。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

●参考文献

松井正文・ 前田憲男（ 2 0 1 8 ） 日本産カ エル大鑑． 2 7 2 pp． 文一総合出版, 東京. 
日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp． サン ラ イ ズ出版,彦根．
寺岡誠二（ 2 0 1 3 ） 出雲市で発見さ れたアルビ ノ のカ ジカ ガエル幼生． ホシザキグリ ーン財団研究報告，（ 1 6 ） :2 1 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

準絶滅危惧（ N T ）

カ ジカ ガエル
無尾目アオガエル科　 　

Bu erg eria  b u erg eri  ( Tem m in ck et Sch legel, 1838) 　 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種の背甲長はオスで1 3 0 mm、 メ スで2 0 0 mmぐ ら い。 頭部背面の

皮膚は全体に平滑。 背甲の後縁は鋸歯状。 腹甲は一様に黒色。 雑食性で、

昆虫やミ ミ ズのよう な動物質のほか、 果実や草木の葉なども 食べる。 淡

水性。メ スは6 ー8 月に川や池の岸近く に穴を 掘り 、5 ー1 2 卵ほどを産む。

冬季は、 水中で越冬する。 日本固有種で、 本州、 四国、 九州および周辺

島嶼に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本土および隠岐。 平地に比べて多く の個体がみら れる山地および里地

の場合、 越冬場所でも ある池や谷川のほか、 春から 夏にかけての灌漑期

には水田の中でも 活動し ている。 つまり 、 池や谷川と 水田と の間を季節

的に往来でき る自然的な河岸・ 水際部が保存さ れている地域。 平地にお

いても 、 少数ではあるが水田や小河川で生息が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息環境の人為的改変（ ため池の廃止や河川の垂直護岸など）、 ク サ

ガメ と の異種間交雑、 ミ シシッ ピアカ ミ ミ ガメ と の競合によ る衰退、 ア

ラ イ グマによる捕食圧および商用目的の乱獲。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

●参考文献

藤田宏之・ 寺岡誠二（ 2 0 1 3 ） 島根県における ニホン イ シガメ の保全の必要性． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 6 ： 3 0 9 -3 1 3 .
岩槻邦男・ 太田英利（ 編）（ 2 0 2 2 ） 環境省レッ ド リ スト 日本の絶滅危惧生物図鑑． 3 5 0 pp .丸善出版株式会社,東京．
小菅康弘（ 2 0 0 5 ） 日本産淡水性カ メ 類の現在と 未来． ハ・ ペト ・ ロ ジー（ 3 ）： 1 5 0 -1 5 3 .
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
矢部隆（ 2 0 0 3 ）「 イ シガメ の1 年」 寺岡誠二・ 古林敏彦・ 淀江賢一郎（ 編）『 宍道湖自然館第6 回特別展「 まみずのカ メ 」 展示解説書　 まみずにすむカ メ の現状と 未来』 p .3 2 -3 7 ．
島根県立宍道湖自然館ゴビ ウス・ ホシザキグリ ーン 財団．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 寺岡誠二

準絶滅危惧（ N T ）

ニホンイ シガメ
カ メ 目イ シガメ 科

M au rem ys ja p o n ica  ( Tem m in ck et Sch legel, 1838) 　 　

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 分布域の一部において生息条件が悪化し ている傾向が顕著であり 、 今

後さ ら に進行するおそれがあるため。

概　 　 要

　 本種の全長は4 0 ー5 8 cm 。 頭胴部およ び尾部の背面は褐色または暗

灰褐色で、 頸部の背面には、 最後の上唇板から 斜め上後方に向かう 、 よ

く 目立つ淡黄色の斑紋がある。 腹板と 尾下板の両側には、 黒褐色の斑点

が1 つずつあり 、 体の全体に沿っ て破線のよ う に並ぶ。 朝や夕方、 日没

後に活動する こ と が多い。 と く に水辺を 好み、 カ エル類（ 幼生を 含む）

をはじ め、 ミ ミ ズ類や魚類を食べる。 日本固有種で、 本州、 四国、 九州

および周辺島嶼に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本土および隠岐。 平地から 山地まで、 カ エル類をはじ め、 ド ジョ ウや

ミ ナミ メ ダカ が生息する水田を中心にみら れ、 圃場整備さ れた土地には

いない。 また、 放棄水田を利用し たビ オト ープ（ 出雲市や雲南市） でも

みるこ と ができ る 。

存続を脅かす原因

　 土地の改変や農業の変容による環境資源（ 本種の生息場所や食べ物と

し ての無尾目両生類） の減少。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

●参考文献

福山伊吹・ 福山亮部・ 田原義太慶・ 堺淳（ 2 0 2 5 ） 日本のヘビ ． 2 5 6 pp .誠文堂新光社,東京.
日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サン ラ イ ズ出版,彦根．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 寺岡誠二

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ バカ リ
有鱗目ナミ ヘビ科

H eb iu s v ib aka ri vib a kari ( Bo ie, 1826 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息地が局限さ れているが、 カ テゴリ ーを判定する に足り る情報が得

ら れていない種であるため。

概　 　 要

　 成体の全長は1 4 ー1 6 cm。 背面の基色は薄茶色で、 橙黄色から 黄色

の縦条をも ち、 基色と の境界は明瞭だが、 部分的に基色に溶け合う 。 腹

面は白っ ぽく て、 胸部に斑紋をも たないと さ れる 。 後肢は5 趾性。 繁殖

期は5 月で、 伏流水中に産卵する 。 幼生は小型甲殻類などを 食べ、 数年

かけて変態する 。 変態後はミ ミ ズ類などを食べる。 日本固有種で、中国・

四国地方に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 筆者ら の調べ（ 未発表データ ） によ り 、 西中国山地に位置する複数の

流域から 本種の幼生が見いださ れている。 具体的には、 天然の広葉樹林

や針広混交樹林、または下層植生をも つ人工針葉樹林に覆われた谷筋の、

年間を通じ て清冽な流水がある源流域に、 ハコ ネサンショ ウウオと 同所

的に生息し ている 。

存続を脅かす原因

　 山林開発や道路建設（ 盛土によ る 埋立て） に伴う 谷筋の消失や分断、

および山林皆伐に伴う 渓流環境の悪化。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 内藤　 順一）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布域局限種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 内藤順一

情報不足（ D D ）

シコ ク ハコ ネサンショ ウウオ
有尾目サンショ ウウオ科　 　

On ych o d acty lu s k in n e b u ri  Yosh ikaw a , M atsu i, Tan ab e et Okayam a, 2013

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

神林千晶（ 2 0 2 3 ） ハコ ネサン ショ ウウオたち の共存の秘密． 京都爬虫両生類の会 けこ けこ ， 5 ： 3 0 -3 2 ．
松井正文（ 2 0 2 5 ） 日本産サン ショ ウウオ図譜． 3 1 2 pp． 技術評論社， 東京．
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
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選定理由

　 どの生息地においても 生息密度が低く 希少であるが、 カ テゴリ ーを判

定するに足り る情報が得ら れていない種であるため。

概　 　 要

　 本種の頭胴長はオスで3 8 ー5 6 mm、 メ スで4 3 ー6 5 mm。 みずかき が

よ く 発達し 、 オス ではすべて の趾で 趾端の膨大部基部に達し 、 切れ込

みはき わめて浅い。 発達の程度は産卵期（ 2 ー4 月） にも っ と も 著し い。

メ スでは発達が劣る が、 第4 趾で第2 関節に届く 。 産卵期のオスは、 体

側の皮膚が延びて大き く 膜状に拡がる 。 日本固有種で、 本州の中西部に

分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 益田市および吉賀町の奥山にすむ。 既知産地の標高は6 4 0 m以上。 そ

こ は天然林および人工林から 成る森林に覆われた河川。 産卵場所は河谷

が開けたと こ ろ で流水中の岩石の下と 思われるが、 卵塊の発見には至っ

ていない。 なお、 県内産地は分布のほぼ西限にあたる。

存続を脅かす原因

　 捕獲圧および山林皆伐。

（ 執筆者： 岩田　 貴之）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 岩田貴之

情報不足（ D D ）

ナガレタ ゴガエル
無尾目アカ ガエル科

Ran a  saku ra i i M atsu i e t M atsu i, 1990　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サン ラ イ ズ出版,彦根．
岡田純・ 田中浩・ 徳永浩之・ 岡田珠美（ 2 0 0 9 ） 中国地方西部から のナガレタ ゴガエルの初記録． 爬虫両棲類学会報， 2 0 0 9 （ 2 ） :1 0 1 -1 0 3 ．
徳永浩之（ 2 0 1 7 ） 島根県紙祖川と 寂地山周辺のナガレ タ ゴガエルの分布に関する 一考察． 九州両生爬虫類研究会誌，（ 8 ） :3 5 -3 8 ．

選定理由

　 どの生息地においても 生息密度が低く 希少であるが、 カ テゴリ ーを判

定するに足り る情報が得ら れていない種であるため。

概　 　 要

　 日本在来と みら れる本種だが、 外来起源のチュ ウゴク スッ ポンと は外

部形態での種や雑種の同定が困難であるため、 国産のスッ ポン科の特徴

と し て記すと 次のと おり である。 背甲長は最大で3 9 3 mm。 背甲およ び

腹甲は柔ら かい皮革状の皮膚でおおわれている。 四肢には水かき が発達

し 、 3 本の爪を 有する 。 水生傾向が強く 、 メ スの産卵時を 除き 、 陸上を

歩行する こ と は少ない。 肉食傾向が強いが、 し ばし ば植物質も 食べる。

産卵期は5 ー7 月ごろ であり 、 卵は球状で直径2 0 mmぐ ら い。 本州以南

に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐を除く 県域。 河川、ため池、湖沼および用排水路にすむ。 と く に、

河床が砂地の清流で、 水域と 陸域と の連続性が確保さ れた場所にみら れ

る。 ただし 、 在来集団と 外来集団が混在し ている可能性が高い。

存続を脅かす原因

　 水辺環境の改変（ 垂直護岸やため池の廃止）、 農薬や化学肥料を 含む

農業排水による水質悪化や河床の泥質化。 また、 チュ ウゴク スッ ポンと

の異種間交雑が懸念さ れる。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )
撮影者（ 提供者）： 寺岡誠二

情報不足（ D D ）

ニホンスッ ポン
カ メ 目スッ ポン科

Pelo d iscu s jap on icu s　 ( Tem m inck et Sch lege l, 1838) 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サン ラ イ ズ出版,彦根．

選定理由

　 どの生息地においても 生息密度が低く 希少であるが、 カ テゴリ ーを判

定するに足り る情報が得ら れていない種であるため。

概　 　 要

　 本種の全長は3 0 ー6 0 cm 。 頭胴部およ び尾部の背面は褐色または暗

黄褐色。 通常、 大型の個体ほど色彩は明るく 、 幼体では暗い。 正中線上

の1 鱗列は黒い。 幼体の色彩は全体が暗いため、 こ の黒線が目立たない

こ と も 多い。 体全体に構造色の光沢があり 、 と く に腹面の光沢は強い。

夜行性で、 日中は倒木や石、 落ち葉の下などに隠れており 、 人目に触れ

る機会は比較的少ない。 おも にミ ミ ズ類を食べる。 国内では本州、四国、

九州および周辺島嶼に分布する。 国外では、 中国南東部にも 分布すると

さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐を除く 県域。 こ れまでに、 松江市、 大田市、 雲南市および邑南町

から 記録がある。 山地森林の谷筋沿いの林床にすむ。

存続を脅かす原因

　 林地開発（ 風力発電事業を含む。）、 山林皆伐および道路建設。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

情報不足（ D D ）

タ カ チホヘビ
有鱗目タ カ チホヘビ科

Ach a l in u s sp in a l is Peters, 18 69　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

福山伊吹・ 福山亮部・ 田原義太慶・ 堺淳（ 2 0 2 5 ） 日本のヘビ ． 2 5 6 pp .誠文堂新光社,東京.
皆木宏明（ 2 0 0 8 ） 島根県でのタ カ チホヘビ 確認2 例（ ナミ ヘビ科）． 島根県立三瓶自然館研究報告（ 6 ）： 3 5 -3 6  
日本爬虫両棲類学会（ 編）（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サンラ イ ズ出版,彦根．
尾原和夫（ 2 0 0 7 ） タ カ チホヘビ を 松江市枕木山で採集． 山陰自然史研究（ 3 ）： 2 2 .
邑南町教育委員会 学びのまち推進課（ 編）（ 2 0 2 4 ） 史跡久喜銀山遺跡保存活用計画． 1 2 5 pp． 邑南町教育委員会， 邑南.

両
生
類
・
爬
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

7979



選定理由

　 どの生息地においても 生息密度が低く 希少であるが、 カ テゴリ ーを判

定するに足り る情報が得ら れていない種であるため。

概　 　 要

　 本種の全長は3 5 ー7 0 cm。 背面は淡灰褐色または灰褐色、 胴にはお

よ そ4 0 個、 尾に1 5 ー2 0 個ぐ ら いの明瞭な 黒褐色の横帯がある 。 頭部

は黒褐色で、 側頭部の広報から 後頭部にかけて白っ ぽい斑紋がある。 夜

行性で、 日中は倒木や石の下、 石垣の中などに隠れており 、 人目に触れ

る機会は比較的少ない。 おも にト カ ゲや小さ なヘビを食べる。 日本固有

種で、 北海道、 本州、 四国、 九州および周辺島嶼に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本土およ び隠岐（ 島後・ 西ノ 島）。 山地や里地の、 住宅地の石垣の周

辺などで、 偶発的に目撃さ れている。 少なく と も ト カ ゲ類の生息に適し

た環境にあっ て、 昼間における隠れ場所があるこ と が条件と 思われる。

存続を脅かす原因

　 土地の改変によ る環境資源（ 本種の隠れ場所や食べ物と し ての小型有

隣目爬虫類） の減少および交通事故、 なら びにイ エネコ を 含む捕食性外

来種による捕殺。

（ 執筆者： 岩田　 貴之・ 寺岡　 誠二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 秋吉英雄

情報不足（ D D ）

シロマダラ
有鱗目ナミ ヘビ科

Lyco d on  o rien ta l is ( H ilgen dorf , 1880 ) 　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

福山伊吹・ 福山亮部・ 田原義太慶・ 堺淳（ 2 0 2 5 ） 日本のヘビ ． 2 5 6 pp .誠文堂新光社,東京.
日本爬虫両棲類学会編（ 2 0 2 1 ） 新 日本両生爬虫類図鑑． 2 3 4 pp .サン ラ イ ズ出版,彦根．
林成多（ 2 0 0 5 ） 島根県における シロ マダラ の採集例． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 8 ） :1 8 4 ．
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